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一
、
.
問

題
設
定
と
諸
前
提
、

銀

行

は

靈

Q

収
益
性
、.
讓

性

等

を

霊

し

V

I

を
配
分
す
る
が
、
管

焉

象

霞

Q

な
か
に
は
不
s

i

素
を
含
む
も
©
が
存
在
す

る
な
力
で
も
将
来
の
預
金
水
準
に
つ
い
て
の
予
想
は
保
護
的
资
産
、
し
た
が
っ
て
、
篇
供
給
の
規
模
の
決
定
に
，あ
た
っ
て
特
に
重
要
な
も
の 

で
あ
.る
。

■

す

で

に

フ
ィ

リ
ッ
フ

ス

〔

ニ
ー】

は
貨
付
期
間
に
つ
い
て
叮
字
型
変
動
を
す
る
典
型
的
預
金
者
勘
定
を
想
定
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
の
平
均 

C

分
析
を
も
っ
て「

フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
理
論」

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
確
実
性
の
世
界
に
お
け
る
信
用
創
造
理
論
を
定
式
化
し
て
い
る
。
し
か
し
、
 

資
産
管
理
が
不
確
実
性
の
世
界
で
行
な
わ
れ
て
い
る
と
い
ぅ
事
実
は
先
人
達
を
こ
の
段
階
に
と
ど
め
て
は
お
か
な
か
っ
た
。

確
率
9

T

に
ょ
っ 

て
不
奶
実
性
耍
素
を
銀
行
理
論
に
導
入
す
る
契
機
を
つ
く
っ
た
-
ッ
ジ
ヮ
ー
ス
F
o
h
a
p
.

1〕

の
後
を
ぅ
け
て
一
九
五
〇
年
代
以
降
ヵ
ー
リ
ン 

〔 L
c
h
a
p
.
8

1

オ
ル
お
ょ
び
メ
ロ
ン
ニ

 

二

、

ポ
I
タ

ー

二

三〕

等
が
そ
の
作
業
を
進
展
さ
せ
て

い
る
。

本
稿
は
こ
の
よ
う
な
銀
行
3
論
の
展
開
に
沿
い
べ
ル
.ヌ
丨
イ
試
行
型
の
変
動
に
よ
つ
て
代
表
さ
れ
る
預
金
水
準
に
つ
い

て

の

不

確

実

雲

が

^

行
資
金
の
配
分
に
い
か
な
る
意
味
を
も
つ
か
を
分
析
す
る
。

ま
ず
、
本
論
の
分
析
に
必
要
な
諸
前
提
を
要
約
し
て
お
く
。
 

■

前
提
1
、
不
確
実
性
を
預
金
水
準
に
関
し
て
だ
け
認
め
る
と
と
も
I

金
水
準
の
変
動
を
不
確
実
性
要
素
だ
け
に
限
定
す

る

。

前
f

、
預
金
水
準
は
貸
付
金
返
済
期
間
と
一
致
す
る
計
画
期
間
F

戶

内
で
ベ
ル
ヌ
丨
ィ
試
行
型
の
変
動
を
し
、':そ
れ
に
よ
っ
て
不
確
実 

.
要
素
を
r
表
さ
せ
る
ヘ
ル
ヌ
丨
ィ
試
行
の
定
義
に
し
た
が
い
、
単
位
時
間
に
お
け
る
各
試
行
は
相
互
間
で
独
立
で
あ
り
、
各
試
行 

に
.お
H
る
可
能
I

果
は
増
加
と
減
少
の
ニ
ー
通
り
で
、
い
ず
れ
か
，一
方
が
必
ら
ず
生
起
し
、：
各
々
の
起
る
確
率(

増
加
確
率 

' 
減
少 

確
率
？=l

l
p
)

は

各

試

行

に

つ

.い

て

同

一

で

あ

る

も

の

と

す
る

0 

前
提
ぇ
ン
資
金
管
理
ば
次
の
優
先
順
位
を
も
つ
基
準
に
し
た
が
ぅ
も
の
と
#
1̂)

。

.

⑴

保

護

的

資

産

の

確

保：

.

气

保
護
的
资
産
の
規
模
ば
予
想
預
金
最
大
流
出

累
積
額

に

|

致
す
る
も
の
と
す
る

。
.

.

b
、
本
源
的
預
金
勘
定
に
つ
い
て
の
保
護
的
資
産
を
自
行
資
金
に
よ
っ
て
確
保
す
る
も
の
と
す
る
。

⑵

顧
客
に
よ
る
適
格
借
入
需
要
の
充
足 

.

.
，
⑶
：

所
得
取
得
目
的
の
証
券
投
資

'

本
，
の
分
析
は3

の
段
階
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。
こ
の
こ
と
は
銀
行
に
よ
る
信
用
創
造
機
能
が
完
全
と
な
る
可
能

I

あ
る
場
合
を

預
金
水
準
の
ベ
ル
ヌ

-
ィ
試
行
型
変
動
と
銀
行
靈
の
配
分

.
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ニ
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護
的
資
産
の
確
保
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a
、
規

模

.

.

銀
行
の
斉
合
的
資
金
ポ
ジ
.、

V

ョ
シ
は
、
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(2.1)  

H
+

S
+

L
=

D

 <
=
D
P
+
D
r
)

H

 

:

現

金

.

.
：

 

■

w :

証
券 

：
；
；

L

 

:

貸
付
金
.';
:
 

.

.

•

 

- 
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-

.

D
:

預
金 

. 

，
:

.

添

字

F
:
.

本
源
的
預
金
に
，関
す
る
変
数

添

字I  

:

貸
付
誘
発
預
金
に
関
す
る
変
数

に
し
た
が
っ
て

示
さ
れ
る
も
の
と

す
る
。
本
源
的
預
金
水
準
.の
増
加
確
率
を
^

減
少
確
率
を
?(

=
1
丨
>)

と
す
れ
ば
、
夕=

1

の
場
合
に
は

期
初
の
本
源
的
預
金
残
高
が
計
画
期
間
末
纟
で
全
額
流
出
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
本
源
的
預
金
の
単
位
時
間
変
動
置
を
P

と
し
計
画

t

期
間
内
の
各
単
位
時
間
に
つ
い
て
一
定
で
あ
る
も
の
と
仮
定
す
る
。
分
析
の
単
純
化
の
た
め
に
こ
の
仮
定
は
.本
源
的
預
金
が
期
初
残
高
を
こ
え
て 

増
加
す
る
場
合
に
も
有
効
で
あ
る
も
の
と
し
て
お
く
。
予
想
預
金
最
低
水
準
は
ベ
ル
ヌ
ー
ィ
型
の
単
位
試
行
e
を
i
回
行
な
っ
た
結
果
得
ら
れ
る 

累
積
差
額
冗
を
利
用
す
る
こ
と
に
ょ
っ
■て
求
め
ら
れ
る
。
仮
矩
に
ょ
っ
て
''

t

«
i
=
e
l
+
e
2

 +

.

.
+
P
=
2
J
。H 

1

(2.2) 

P

F

=

+

1

} 

=
=
?

 

P

F

=

I

1

}

•
^
+
^
=
1

で

あ

る

デ

.回

が

(

T

r)

回

が

j

l
の
値
を
と
る
と
ず
れ
ば
、
 

m

i
に
つ
い
て
1

^

=

1 

.

.

(2.3) 

m

 

—

1
に

つ

い

て

供

"—
(

I

,) 

a
?
i
=
r
—

 ix—
r

ノ ”
2
r
—
t

U
な
る
/

回
の
試
行
の
ぅ
ち
±

言

问

と

る

方

法

は

5

通
り
で
あ
り
、

そ
の
確
率
は
二
項
分
布
に
し
た
が
ぅ
。

ミ

^
と

お

き

か

え

(2.4) 

v

i

T

s

x

_

T

_

^

)

T

!

5

?

'

• 

.

p

p

l l
I I

p

:

 

i

f

 

I

 

る
。-

 

で
も
あ
る
。
：〔 S

.
P
.
3
2
4
I
1

• 

,

ゥ
f

ク
し
I

f

 

f
に
お
い
て
冗
に
到
達
す
る
確
率

銀
行
が
試
み
る
予
想
は
預
金
水
準
に
つ
い
て
の
累
積
確
率
分

布

に

し

た

が

ぅ

必
要
な
i

.

、

,, 

ル
"
ラ

プ

ラ

ス

極

屢

を

適

用

す

る

，」

と
に
ょ
っ
て
近
似
的
に
得
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

.

.

!

 

r
 S

テ
に
ア
て
ト
モ
ァ
フ

,

〜

r

T

i

预
金
水
準
の
ペ
ル
ヌ—

ィ

試

行

證

動

と

銀

行

資

金

の

配

分

.
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1

rnl—

v

(2.5) 

P

2
 

——

广―

T

L

.

.

-

d

と
な
る
。
N

は
正
規
分
布
の
累
積
分
布
関
数
で
あ
る
。.
力
が
十
分
に
大
き
，い
場
合
に
は
近
似
的
に
：

M

V
又〜

1
—
N
(
S

(

co
.

e

(

-
T
T

—

^

ci
+

t
 

:

(

CH
-
î?)
中

が
求
ま
る
o :p

s

 =

 p

と
お
き
か
え
、

(
2
.
7
)

厂〜
2 (

ざ
ぁ
ド)

i p

丨(

ド
丨2

$
)

e-
b

が
得
ら
れ
る
。

ギ
は
纟
単
位
時
間
に
.お
け
る
単
位
累
積
差
位
量
で
.あ
.る
。
P
は
銀
行
が
最
低
預
金
水
準
の
予
想
に
採
用
す
る
正
規
分
布
関
数
の
値 

に
依
存
し
て
.い
る
。
.
仮
定
に
も
と
づ
い
て
単
位
変
動
量
を
修
正
す
る
こ
と
に
ょ
り
預
金
の
予
想
累
積
変
動
量
^0
が
求
_
&
。

(2.8) 

D

C

HH-
l̂
«
*
;
2
:

〜

lt
f
'
2

(

^
-
:
^
 ̂

p
i
(
1
—
22?1) 

D
p

銀
行
の
資
金
配
分
に
と
っ
て
計
画
期
間
内
の
各
時
点
に
対
疮
す
る
預
金
水
準
の
変
位
も
重
要
で
あ
る
。(

2
.
7
)

式
か
ら
計
画
期
間
内
の
任
意
の 

時
点
に
つ
い
て
"
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.

.
.

.

_

_

_

_

_

_
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_
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---

1—

^
—

^

——
'丨----

-

----

——

.
—

!

. 

§

(
2
.
9
)

拉〜〔

2(

7

^

&

中 
P

I
 

C1
I2
&

T

が
成
立
す
る
。

0
の
評
価
は
汍(

し
た
が
っ
て
、

仏)

と
卩
の
値
に
依
存
し
て
ぃ
る
。

w W 勺
八丨丨V

这
ベ V V

S タ $
h V t

 ̂  ̂  ̂
八 八

ぬ

か ^

治 '1
XK

f t
4

：* $  

ド *̂  h~*̂
1 芯 丨 芯  

旮 、 だ 、

a

n

/

T ?
ぎ巴

M

^ じ

o 会 Jl

r* 
n

m

> t( 、_h) 

_
、

咚
獬
骑 
t
d<
^
、=D
r

ヶ
ー
ス
ー2

*
<
0

 

'

P

00)

式
の
関
係
か
ら

(2,10). 

f
^
j
_
?
2

包

1
2

(

i)

产P〕DP

顏
金
水
準
め
ベ
ル
ヌ
ー
ィ
試
行
型
変
動
と
銀
行
資

♦

の

配

分
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と
な
る
。1-
|-画

期

間

に

お

，
け

：る

予

想

預

金

最

大

流

出

累

積

.額
は

r
の
増
加
関
数
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、銀
行
が
行
動
基
準
と
し
て
採
用
す
る
預
金 

の
予
想
最
低
水
準
を
同

一
確
率
分
布
値
で
予
想
す
る
と
す
れ
ば
計
画
期
間
に
お
け
る
予
想
預
金
最
大
流
出
累
積
額(

し
た
が
づ
て
、
最
低
預
金
水
g
 

は
期
未
に
実
現
す
：る
。E13. 

A
ppendix  A

.  p
.  

347. Note 1 〕

(2.11) 

DL.t 〜
(
1

丨 

2

&

—

2(

-
^
^
m p 

D
p

(2.12) 

D
P
—
D
?
=
2
I
^

 
十(

障

- :
p
t_
_
_JD
P 

,

ヶ
ー
ス 
ニ

^
v
o

a
s
)

式
か
ら 

.

S

3) 

p
 

〜
「 2
(

唯

.P

 
丄1

—
2

さ)

l_
_
j
d
p

と
な
る
。
期
末
に
お
け
る
予
想
預
金
水
準
は
d
ĵ
.
+
d
h.
,と
な
る
。
計
画
期
間
に
お
け
る(

予
想)

最
低
預
金
水
準
は
期
初
残
高
で
あ
る
。

ヶー

ス

三

I4〜
0

(

予
想)

預
金
水
準
は
期
初
の
水
準
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
 

.

ヶ
1
ス

四
".
?

? 

213予
想
最
大
流
出
累
積
額
D
r
は
期
末
に
実
現
す
る
。期
中
で
預
金
水
準
が
期
初
残
高
を
上
|£
!
]る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
が
、そ
の
較
差
ょ
、

a
u
)

 

f

 

.

f

 

ら

p

 

、

と
な
る
。
 

— 

b
.

 

Z
n

-

予
想
期
末
預
金
水
準
は？

d
h
.

と
な
る
が
期
中
に
お
い
て

一時
的
に
期
初
残
高
を
下
回
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
.

•

(2.15) 

•ぎ〜

^

^

P

こ
の
場
合
に
は
f

が
保
護
的
資
産
の
.規
模
を
決
定
す
る
が
、
こ
の
値
は
实
現
さ
れ
る
と
し
て
も
期
初
に
近
い
時
点

{
r
r
n

l
g
l
h

:«
j

!--
T1

y
'で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
s
. 

p W27 

N
o
t
e

 

2〕
V 

l 

1
I
2
P
H

 

J.7

以
上
の
分
析
に
お
：い
'て
特
徴
的
な
こ
と
は
銀
行
の
保
護
的
資
産
の
規
模
決
定
S

率

的

雲

外

(

し
た
が
つ
て

の)

お
ょ
び
P
が
票
的
こ
入
つ 

て
t
る
こ
と
で
左
る
於
は
篇
保
有
者
が
ポ
丨
ト
フ
.ォ
.
リ

ォ
の
配
分
決
定
に
お
い
て
示
す
預
金
勘
定
へ
の
態
度
に
依
存
し
、
P
は
銀
行
鼻
の 

I

I

反
映
し
て
い
る(

正

確

昼

I

標
？

i

 

S

係
し
て
い
る)

。

こ
の
分
析
が
期
I

も
と
づ
く
分
析
定
規

分

布

を
 

ネ
开
し
i

合
のp

丨o

の
ヶ
I
ス)

に
比
し
て
相
対
的
に
大
き
な
選
択
の
可
能
性
を
銀
行
の
予
蓮
度
に
関
し
て
与
え
て
い

る

こ
と
太

明
ら
か
で

し
た
i

l

l

f

、
I

ま
た
i

 

I

は

(
2
.
1
6
)

P
.
r
-
^
^
I
^
D
P

DH.t 
土

^

l

^

D

P

預
金
水

#
の
べ
ル
ヌ

I
ぐ
試
行
型
変
動
と
銀
行
資
金
の
.配
分

.
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と

な

る

ぎ

丨

¥)

，お
よ
び
.(

冷—

|?)

は
そ
れ
ぞ
れ
累
積
変
位
量
9
期
待
値
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
|
;
>
|
0
の
場
合
に
予
想
預
金
水
準
は
皆H

,

か 

ら
'樊
質
的
に
独
立
し
，
T

8

の
場
合
に
紧
積
変
位
量
と
予
想
預
金
水
準
変
動
確
率
と
の
関
係
は
漸
次
線
型
化
す
る
-8
'図

0
同
時
に
予
想
最 

大
流=1:

変
位
量
^

p
l
>
o
, 

1

8

に
お
い
て
線
型
関
係
^
近
づ
く〔

.第

.ニ
!2
|
3

〕

。
そ
し
て
、：

い
ず
れ
の
場
合
，に
も
資
産
保
有
.者
の
ポ
ー
ト
フ
オ
リ
オ 

汉
定
を
反
11
1

す
る
変
数
だ
け
が
銀
行
の
保
護
的
资
産
の
規
模
決
定
に
と
っ
て
有
意
な
も
の
と
し
て
残
る
こ
と
に
な
る
。

,

(

註

2) 

(

2
.
4

)

：
式
を
拡
散
過
程
極
限
移
行
し
て
も
同
様
の
結
果
が
導
び
か
れ
る
。〔

3
.
.ゃ

3
2
3

〕
(

註

3)

こ
の
.場
合
に
は
最
低
預
金
水
準
の
確
率
分
布
に
つ
い
て
の
三
角
形
近
似
が
よ
く
な
る
。-ロ
00
.
«
co
2co
お

よ

び

>〕

三
、•
顧
客
に
よ
る
適
格
借
入
需
要
の
充
足 

a.
樹
行
資
金
に
よ
る
充
足

借
入
資
金
に
依
存
し
な
い
場
合
に
は
保
護
的
资
産
.へ
の
奮
残
余
額
‘
f

p

ま
た
はD

P
—
D
L
.
T

が
収
益
をE

的
と
し
て
货
付
に
運
用
さ
.
 

れ
る
も
の
と
す
る
。
货
付
供
与
に
伴
っ
て
即
時
的
に
貸
付
額
に
等
し
い
誘
発
預
金
が
設
定
さ
れ
、

流
出
過
程
は
こ
れ
ま
で
の
仮
定
に
し
た
が
ぅ
.
 

もQ

と
す
る
。
塔
位
時
間
変
動
額
を
#

と
し
、
貸
付
誘
発
預
金
の
流
出
が
！5
1
,へ
に
つ
い
て
.も
資
金
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
斉
合
的
に
保
つ
肢
り
、
期 

予
末
の
想
増
加
分D

?

も
潜
在
的
な
連
用
可
能
資
金
と
し
て
管
理
，さ
れ
る
も
の
と
す
る
。'
ま
た
、
.本
源
的
預
金
の
動
き
は
貸
付
決
定
に
と
っ
て 

与
件
で
あ
る
こ
と
を
も
仮
定
し
て
お
く
。.
增
加
確
率
を
仍
、
歟
少
確
率
を
(?
3
と
し
、
^

^

,で
あ
れ
ば
、'

(
3
.
1
)

.

D
p

 
丨 

D

r〜
(
1
1
2

?.
丨2,(

ボ

1
中
：

P
L

。

-• • 

. ■/

D
P
+
D
H
A

 〜
(

1
丨

ぎ

丫

2(

_

.
 ニ 

p

 

L
。

预
金
水
準
の
ベ
ル
ヌ—

ィ
試
行
型
変
動
と
銀
行
資
金
の
配
分 

' 

i

r
 

(
一

三
し
九)
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p パ

第 2 図
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0
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0
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: 

:
 

: 

1

五
ニ 

(
一

四
〇
〇)

が
成
り
立
ち
、(

2
.
1
2
)

式
、(

2
.
1
3
)

式
か
ら
、

.

2 

1

童

一

.
p

o

p

(3.2) 

L
。〜

一〔
(

1
1 ぎ

)
I

2
H

P
J

と
な
る
。

〃
は
本
源
的
預
金
に
関
す
る
確
率
的
貨
付
拡
張
係
数
で
あ
る
。•

借
手
の
預
金
関
係
を
示
す
S

こ
の
係
数
値
を
決
定
す
る
主
要
要
因
で 

あ
る
。
又

1

1

定
す
る
こ
と
は
贷
付
顏
預
金
の
累
_

出
額
繫
勘
定
震
額
を
下
四
り
、
1

1

の
場
合
に
は

產

的

預

金

を

上

f

霞 

令

i

を
不
可
能
：に
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し

か

し

、
：.S

値
は
当
該
銀
行
の
市
場
占
有
率
や
贷
付
先
選
別
政
策
に

も
依
存
し
て
.、■る

と
 

い
ぅ
意
味
に
お
い
て
有
意
に
銀
行
の
管
理
変
数
と
み
な
し
ぅ
る
性
格
を
も
っ
て
い
る
。

ニ
節
と
同
様
に
.(3

.
2
)

式
に
つ
い
て」

丨
>

8
と
す
れ
ば
、

.

(3.3) 

L
。〜

-
-

^
r
-
w
p

1
—

2
W
3

(

註
5
}

が
求
ま
る
。
す
な
わ
ち
_、
I

期
間
の
長
期
化
I

い
銀
S

I

1

な
い
し
は
1

1

1

す
る
予
想
は
期
待
®

収
擎
る
こ
と
に
な

る
。
贷
利
決
證
と
っ
て
本
質
的
に
有
意
I

数
は
本
源
的
i

保
有
者
と
借
手
預
金
者
の
預
金
勘
定
を
通
ず
る
资
金
7 

pI
に
関
す
る
確
率
4 

動
き
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
 

と
f

6
.

借
入
資
金
に
ょ
る
充
足

.顧
客
に
ょ
る
適
格
借
入
靈
が
晷
资
金
に
も
と
づ
く
貸
付
供
給
能
力
を
凌
駕
し
、
銀
行
が
借
入
金
を
導
入
す
る
場
合
を
考
察
す
る
。
借
入

取
 

P
ノ
は
則
時
に
完
了
し
、
し
た
が
っ
て
、
贷
付
誘
発
預
金
の
単
位
時
間
変
動
が
期
初
の
自
行
資
金
を
こ
え
な
；
限̂
り
期
初
で
は
借
入

を

行

な

わ

な

、
 

も

め

ご

仮

孪

る

作

入

は

す

逆

入

と

な

り

S

借
入
必
耍
S

期

產

お
け
る
予
想
運
用
可
管
行
資
金
と
貨
付
誘
発
預
金
の
予
想
疆

流
出
額
と
の
差
額
と
す
る
。

単
純
化
の
た
め
予
想
借
入
必
要
額
を
全
額
同
時
に
借
入
れ
：
計
画

期
間
終
了
時
ま
で

返
済
し
な
い
も
の
と
し
で
お 

く
。
-.
増
加
確
率
を
外
減
少
確
率
を
の
と
す
れ
ば
、

(3.4) 

D
P
-
D
L
V
B
"
(
1
—
2
》
4
)
丨
2
(
よ

卜
)

中p

 
j
r
=
/
3
r

D
p

 
十D

i
w
+
B
"

 

(

T

f:)

丨 2
/
^
-
)
』

p

r

=

/

?

r

• 

. 

. 

.

.

.

. 

- 

の
関
係
力
得
ら
れ
る
。
.ま
た
、
.借
入
を
衍
な
ぅ
の
は
本
源
的
預
金
に
も
と
づ
く
運
用
可
能
資
金
の
予
想
水
準
と
貸
付
誘
発
預
金
の
予
想
引
出
水
準 

と
が

等
し
く
な
る
時
点
で
あ
り
、

交
差
時
点
は
一
固
だ
け
存
在
す
る
も
の
と
す
る

。
.
,-
’

.

•

.

.

.

.

. 

' 

. 

* 

.

(3.5) 

D
P
—
DL.t〜

-I
-

(

l—

to
^
Y
l

—

^
r
l
^
a
'
p
r
,

と
な
り
、
一
の
値
が
求
め
ら
れ
る
。ゾ 

さ
ら
に
借
人
汄
定
は
諸
価
格
変
数
の
相
対
的
関
係
に
-
依̂
夜
し
て
い
.る
。

を
貸
付
利
子
，
4

を
予
想
借
人
利
子
と

す
.る
。
.
ま
た
、

顧
客
に 

ょ
る
適
L

要

を

誓

す

る
こ
と
に
ょ
り

生
ず
る
損
失
瞀
を
_

が
認
め
る
も
の
と
し
、
量

隱

奢

，
、
羃

鋳

額

を

-

P

W

I

S

 

で
示
す
こ
と
に
す
る
。
^

は
顧
客
に
ょ
る
適
格
借
入
需
要
額
で
あ
る
。
銀
行
が
借
入
を
考
慮
す
る
I

の
利
潤
関
数
を
、
'

.(3.. 6) 

T
r
J
.
L
.
^
r
J

b-
.
^

—

T'r
B
I
.
T
t
A
L
e

—

r)

と

仮

定

ず

れ

ば

銀

行

め

最

適

借

入

.額

は

こ

の

関

数

の

最

大

値

条

件

か

ら

決

定

さ

れ

る

こ

と

に

な

る

。
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.

I

f
解
I

定
I

係

す

る

各
■

を

評

俯

す

る

た

.め
に
二

 

f

ヶ
丨
i

>

,ぎ

5

い

て

雲
 

そ
の
結
果
、

C3.7) 

L
*
〜

2

'
B
*

〜

P

*

I

2

^

D

P

V

.

-
^

>
0

と
予
想
さ
れ
る
結
果
が
導
び
か
れ
る
。
特
に
4

素
は
銀
行
間
競
争
音
議
ゃ
将
来
の
顧
客
関
係
に
っ
ぃ
て
の
予
測
^

^

し
、i

と
し 

ば
競
争
i

が
強
い
I

〜

の
値
癸
と
な
っ
.■て
い
る
。
S

J〔

六H

七H

一
 

.五〕

ま
た
、
.
>

1
果
に
つ
い
.て
は
そ
の
値
い
か
ん
に
ょ
っ
て
期
初 

に
お
け
る
貨
借
対
照
表
項n

n

相
互
の
比
率
、
特
に
預
金—

貸
付
金
比
率
が
変
化
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て

い

る

。

 

.

(

M

定
H

I

金
の
設
定
額
に
対
す
る 

一
I

合
マ
が
拘
束
さ
れ
期
末
に
お
い
て
を
が
銀
行
に
步
留
る
場
合
に
は
単
位
時
間
変
動
量
を

:

_

1 1
1

謹

(

^

担
保
！

ぁ
り
、

I

f

 

I

I

I

S

Iと
す
れ
ば
銀
f

l

入

額

舊

.四
、
.保
護
的
資
産
の
：

.

前
節
ま
で
で
預
金
は
ベ
ル
、ヌ
丨
ィ
試
行
型
の
流
出(

入)

過
程
に
し
た
が
い
、
少
な
く
と
も
期
初
に
お
い
て
全
額
は
流
出
し
な
い
こ

と

が

仮
定 

さ
れ
て
、
る
し
た
力
つ
て
銀
行
は
保
護
的
資
産
の
全
額
を
.現
金
で
保
有
し
て
お
く
必
要
は
な
く
元

金

の

安
全
性
、い

醤

で
き
る
収
益
資

産

が

あ
れ
ば
保
護
的
資
産
の
一
部
を
そ
れ
に
投
資
し
て
収
益
を
取
掙
す
^.
こ
と
が
有
利
と
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
適
格
資
産
と
し 

て
証
券
が
存
在
す
る
も
の
と
仮
定
す
る
。
現
金
と
証
券
と
へ
の
保
護
的
資
産
の
最
適
配
分
は
両
資
産
間
の
期
待
移
転
費
用
と
現
金
保
有
に
伴
う
期 

待
機
会
費
用
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
期
待
費
用
間
数
、

(
4

.
1

)

—

h
ATO
.
E
K

の
最
小
値
決
定
条
件
に
し
た
が
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

C
は
一
冏
の
移
転
取
引
に
伴
う
限
界
費
用
で
あ
り
、
.取
引
@

向
と
は
独
立
で 

あ
る
も
の
と
仮
定
す
る
。
，

は
纟
単
位
時
間
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
る
移
転
取
引
の
期
待
回
数
で
あ
り
、
取
引
は
即
時
完
了
と
す
る
。
.知
は
証 

券
利
子
を
示
し
、
証
券
価
格
は
計
画
期
間
を
通
じ
て
期
初
の
値
で
一
定
と
し
て
単
純
化
す
る
。E

K

は
期
待
現
金
残
高
を
示
し
て
い
る
。(4.1) 

式
に
導
入
さ
れ
た
こ
れ
ら
諸
変
数
は
ニ
限
界
管
理
法〔

下
限
O
、
上
限
2
1—
J
に
し
た
が
っ
て
前
節
ま
で
に
用
い
ら
れ
た
確
率
を
含
む
諸
変
数
に
関
連 

づ
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
保
護
的
資
産
の
規
模
決
定
に
お
.い
て
銀
行
の
態
度
を
反
映
す
る
値
がN

(
p
)
+
o

の
場
合
に
は
保
護
的
資
産
の
現
金
お 

よ
び
証
券
へ
の
配
分
決
定
に
お
い
て
増
加
お
よ
び
減
少
確
率
を
奔
合
的
に
調
整
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
戈(

•?)

を

；

に
、
沒 

お
よ
び3>4'(念

お
よ
び<?し

を

^
(
9
0

に
そ
れ
ぞ
れ
修
正
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

ケ
ー
ス
ー
、
吆2八
<>
2 

.

ミ
ラ
ー
と
オ
ル〔

8

}
の
定
式
化
に
し
た
が
う
な
ら
ば
{
が
十
分
に
大
き
い
場
合
に
期
待
移
転
回
数
は
期
待
.移

転

間

隔

時

間w

a
の
逆
数
で
も 

っ
て
近
似
的
に
示
さ
れ
る
。
 

.

I

 

,〜

§ h

E
B

は
単
位
変
動
に
お
い
て
期〕

初
に
？̂
の
値
を
も
つ
変
数
が
ラ
ン
ダ
ム
•
ゥ
オ
ー
ク
し
た
結
果
各
限
界(0, 

0)

に
達
す
る
間
の
期
待
間
隔
時 

間
で
あ
る
；。
変

；
^
は
各
.限
界
に
達
し
た
場
合
に
即
時
に
2/
に
回
帰
し
、
計
画
期
間
が
終
了
す
る
ま
で
そ
の
べ
ル
ヌ
ー
ィ
型
の
試
行
変
動
を
続
け
る 

:.
%

の
と
'®
定
す
る
。
そ
こ
：で
、
细
初
で
汉
の
求
準
に
あ
る
場
合
に
#

ら
れ
る
双
#

間
^
ぬ

間

を
㈣

^

と
し
.、■.
.最

初

の

一

単

位

時

間'で
の
試
行.が
._
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. 

一
五
六(

一
四
〇
四

) 

i

/

u_•
*
ダ
を
し
た
と
す
れ
は
次
..に
'は

最

布

，の

水

準

が

あ

た

•か
も
.
y

i

.で
あ
る
ょ
$
な
状
德
で
試
行
は
继
練
す

る

.'
0
し
た
が
っ

.て

.そ
の
場
合
の
条 

件
付
期
待
問
隔
時
間
は

D
'
1

 +

 l

と
な
り
、

(
4
.
3
)
»
=
;
p
r
v
H
+
g
p
_
i
i

 

•

の
関
係
が
成
立
す
る
。.
そ
の
境
界
条
件
は
、

(
4
.
4
)

p

"

0

, 

u
»
n
o

で
あ
る
。(

4
.
.
3
)

式
を
非
同
次
塵
方
程
式
の
解
法
に
ょ
っ
て
解
く
と
単
位
変
動
に
も

と

づ

く

期

待

間

隔

時
間
は
、

I

(4.5) 

-

I

-

f

u

^

!
 

. 

■

J
 

J
 

l

'

h

y

と

广

る

〔3.  

p
.  317 〕

し
た
力
っ
て

(4
.5
)

式
を
摩

位
時
間
変
動
量
で
修
正
す
る
こ
と
に
ょ
り

、

£

)

式
の
第
一
項
の
値
が
求
ま
る
。

次
に
I

:
残
高
の
期
8

 E
R

も
同
様
の
仮
定
に
し
た
が
っ
て
8

さ
れ
る
念
と
す
る
。
.g

l

l
證

I

り
期
g

 
^
の
値
を
も 

つ
変
数
ガ
結
局
は
o
と
な
る
#
率
を
ぞ
と
す
れ
ば
、

(4.6)

と

な

り.'
そ

の

境

界

条

件

は

(4.7) 

p

 {
u
l
l

 +

 U
"—

シ
十 q 
{
f
i
rh
y
^

(
4
.
8
)

多

"
m

o

(4.9) 

M
f 
= 
l

で
あ
る〔8 

A
p
p
e
n
d
i
x
〕。

(
4
.
6)

式
を
同
次
方
程
式
の
解
法
に
し
た
が
っ
て
鲜
く
こ
と
に
よ
り
、

(4.10) 

E
X
—

.

2
+
2
/
+i

の

咬

r  \

j - »

1

パ— 、

、----------

せ

4

1. 」 

i  

1

r  " 1

把

1

，

命  

1 _______ 1

1 ■■■ 1 

----------/

が
求
め
ら
れ
る

〔8 

1

1

0

期

待

間

隔

時

間

と

同

様

.に

単

位

時

間

変

動

量
で

修
正
す
る
.こ
と

.に

..ょ
っ

て

f
じ
式
の
第
一

一
項
が
決
定
す
る0

.ケ
！
ス
ニ
、v

y
z

 

、

：

期

末

でD
E
A

を
記
録
す
る
場
合
で
も
則
画
期
間
の
途
中
に
お
い
て
期
初
残
高
を
卞
回
る
場
合
F
1

)

に

は
U
C”
に
つ
い
て
も
保
護
的
資
産 

が
も
た
れ
、
そ
の
配
分
に
関
し
て
ヶ
ー
ス
一
と
同
様
の
管
理
が
な
さ
れ
.る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
??
;
と

0
と
の
乘
離
.が
大
き
く
0
5

が 

少
な
い
場
合
に
は
保
護
的
資
産
は
全
額
現
金
に
ょ
っ
て
構
成
さ
れ
る
可
能
性
が

強
い
で
あ
ろ
ぅ
。
.

ヶ
I
ス
三
、
f
j
l

単
位
変
動
に
づ
い
て
の
期
待
間
隔
時
間
は
、.

'

(4.11) 

E
D
、

2
/
(
S
4
)

 

.

と
な
り〔 3

，
P. 

3
1
8〕、

現

金

の

準

位

期

待

残

高

ば

ミ

ラ

ー

お

よ

び

オ

ルr-
1
81—
■
に

よ

り

、

(
4
,
12) 

E
X

—
2
+

2 /

3

と
な
る
。
し
た
.が
っ
'て
、
m
位
時
間
変
動
量
に
ょ
る
調
整
を
行
な
ぅ
こ
と
に
ょ
り
保
護
的
資
産
配
分
の
最
適
値
が
決
定
す
る
。
o
ミ

に

つ

、，
て

太
、

?

「

i

ll
y
l 

-
f
c
y 
I

(4.13)

S
p

 〜
D
L.i

丨K
p

預
金
水
準
の
ベ

ル
ヌ
ー
イ
試
行
型
変
動
と
銀
行
資
金
の
配
分

一
五
七(

■四
〇
五)



■■'l

1

.1

I

I；
i
s

.1

■t

i
I
i
I
.!
i
pii
ij
si

■ 

i

五

八

(

5

0
六
}

と

な

る

が
8
}
、
0
1
>丨
1
}ミ
に
っ
ぃ
て
は
2
が
十
分
に
大
き
ぃ
場
合
に
近
似
的
に
、

R
:
〜

(414)

2c(gs —

 ys) 

•

■ 
is 

t

Sx 〜
D
P
I
D
r
—
RI

が
求
ま
る
。
む
た
が

っ
て
、
貸
借
対
照
表
上
の
現
金
と
証
券
は
近
似
的
に
、
 

r
=
r
p

-i-
^

(4.15) 

.

.

.

S

 〜
D
p
f
R

と
し
て
討
上
さ
れ
る
。
ケ
ー
ス一

に
つ
い
て
も
气
が
十
分
に
大
き
い
場
合
に
近
似
直
と
し
て
、

W〜
(4.1.6)

2c 

(
g
2
l
y
2
)

U
P
 

.

中
+

2c (
g
s
—

y
s
)

t-
4

中 

-I 

1
■ 

 ̂

t —
%i 

t

S

 〜

o
p—

w

が
求
め
ら
れ
る
。

以

上

で(
2
.
1
)

に
示
さ
れ
た
各
資
産
の
配
分
が
決
定
し
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
証
券
保
有
の
理
由
で
あ
る
。
す 

な
わ
ち
、

い
わ
ゆ
る，10 a

n
e
d
-
u
H

の
状
態
に
お
い
て
も
な
お
.銀
行
の
貸
借
対
照
表
の
資
産
項
目
と
し
て
証
券
が
存
在
す
る
の
は
そ
の
保
有
の 

さ
れ
方
が
保
護
的
資
^i

の
配
分
の
結
果
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
貸
付
と
の
間
の
収
益
関
係
の
比
較
に
も
と
づ
く
も
の
で
は
な
い〔

^

タ
K
じ
。
聚

護
的
資
産
の
規
模
を
制
約
条
件
と
し
て 

で
あ
る
に
す％

;な

い
。

ま
た
.、
証

券

利

子

が

高

水

準

の

場

合

に

は

借

入

資

金

に

も

と

づ

く

貸 

付
を
多
少
と
も
有
利
に
す
る
可

能

性

，̂

〉
Q

を
も
つ
て
い
る
が
、

そ
4
1
前
述
の
よ
う
に
証
#
保
有
が
部
分
®
に
貸
付
に
附
随
す
る
性
洛
を

も
っ
て
い
る
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
。

(

註
7)

こ
の
節
の
分
析
は
ミ
ラ
I
お
よ
び
オ
ル〔

八〕

.
に
負
っ
て
い
る
。

(

註
8)

こ
の
節
に
お
い
て
名
を
絶
対
値
で
評
価
す
る
。

五
、
若
干
め
補
足
的
考
察 

.

«
•
公

開

市

場

操

作

 

,

么

趼
rh
#
操

作

を

邦

初

に

お

け

る

銀

行

の

資

産

配

分

決

定

に

対

し

て

.
^
の

変

化

に

よ

り

影

響

を

及

ぼ

す

こ

と

を

目

的

と

す

る

手

段

で

あ

る

と

想 

定
し
よ
う
。
た
だ
し
、
仮
定
に
よ
り
証
券
価
格
は
計
画
期
間
中
一
定
で
あ
る
。

銀
行
の
資
産
管
理
の
一
部
と
し
て
の
証
券
保
有
は
前
述
の
よ
う
に
貸
付
の
事
後
的
結
果
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、-

^
<

0

が
実
現
す
る
と
す 

れ
ば
そ
れ
は
預
金
者
の
資
産
選
択
へ
の
効
果
を
通
ず
る
間
接
的
な
も
の
と
な
る
。

'

準
備
預
金
率
操
作，

:.
■

資
金
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
斉
合
的
で
あ
る
限
り
貸
付
に
つ
い
て
の
利
用
可
能
資
金
は
預
金
の
期
末
水
準
で
き
も
の
と
す
る
。
そ
こ
で
、
準
備
率
操 

作
を
期
末
に
お
い
て
準
備
率
デ
を
満
た
す
こ
と
を
要
求
す
る
手
段
と
み
な
す
こ
と
に
す
る
。
銀
行
に
と
っ
て
は
予
想
準
■
率
で
あ
る
。
肢
定
に
よ 

り
最
適
資
盡
分
は
期
末
に
自
発
的
準
備
金
が
ゼ
ロ
に
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
期
末
に
お
い
て
な
ん
ら
か
の
現
金
が
存
孝
る
と 

す
れ
ば
そ
れ
は
全
額
法
定
準
備
金
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

本
源
的
預
金
に
も
と
づ
く
予
想
利
用
可
能
資
金
は 

;

(5.1) 

2
(
l
—
r) 

- 
+
、M
i
~
p
b
p 

_

で
あ
る
。
ま
た
、
貸
付
誘
発
預
金
に
つ
い
て
は
.
 

-
 

預
金
水
準
の
ベ
ル
ヌ
ー
ィ
試
行
型
変
動
と
銀
行
資
金
の
配
分
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：ri
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I
1
為

i
I
J
I

I

j
.透

1
|
I

一
六
〇

(
一

四
〇
八)

(5.2) 
r

r
l
2

 ^

 ，

の
準
備
金
が
必
要
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
総
利
用
可
能
予
想
自
行
資
金
は
、

(5.3) 

2
(
l
—
r)

I

尸

I
C O

と
な
.る
。
こ
れ
か
ら
、

-
M
一
 
ノ
 

か

t 

I

II
CvD

せ

+

、  ノ

tcf-

•t?

I
ir*

(5’
4) 

2

十

'
M

ン
ダ

D
P
I
r
L
O

 〜
(

ll

2
t12

(

M
l

~:
p

と
な
る
力
ら
、

(
5
.
5
)

r

丨

r
+

 (

1—

2£

nh
p

が
求
ま
る
。(

5
.
5
)

式

は

(
3
.
2
)

式
に
対
応
し
て
い
る
。

同
酿
の
阒
係
は

r

に
つ
い
て
も
得
ら
れ
る
。

(
5
.
5
)

式
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に

^
.
A
o
で
あ
り
、
そ
の
効
果
は
公
開
市
場
操
作
と
対
照
的
に
直
接
的
で
あ
る
。

<?
.

銀
行
制
度
面
へ
の
展
開
可
能
性
：

斑
行
が
予
想
矛
用
可
能
資
金
を
完
全
に
使
用
す
る
規
模
に
贷
付
額
を
決
定
す
る
と
い
う
個
別
銀
行
ケ
ー
ス
に
お
け
る
信
弔
創
造
の
基
本
^
卷
边

は

各

銀

行

客

樂

能

状

態

£

る
銀
I

度
に
つ
い
T
も
拡
張
で

I

で
あ
ろ
.ぅ
。

.

を

す

る

。
1

1

1

1

内
銀
行
の
I

伴
ぅ
他
行
へ
の
予
想
預
I

f 

f
p
.
+
 ̂
f

p
 
_(

f

が
成
立
す
る
で
あ
か
^
。(

5
.
S
式
は
、

(5.7) 

(
Q
—
p
)
L
=
2
p
b

r
わ
す
こ
と
も
で
き
る
0
*は
要
素
^
^
.
"
へ)

一
を
も
つ
：̂
次
^
^hi 
丁
.；=
>、

t
t
v
ヒ
、、

ベ
ク
ト
ル
、
|

素

I

I

を
も
つ
I

角

行

列

であ
：
:

タ

f

 
l

 

i

も
i

正
方
行
列
、
!

び
|

.

ソ
ロ—

の

行(

列)

和
条
件
に
ょ
々
P

が
分
解
不
能
行
列
で
9〉

げ
？ 

|

…
…

)

E
 

/
中

、
•

の
非
負
解
、

 

! 

C 

ナ
f 
f
v
^ !
y

o
.
=
l.
e

な
ら
ば
む
は
|
电

(

5
.00)

の—
p

を
も
.つ
と
と
も
.に

体

系

ば

収

束

す

る。
.
9〕

次

;{(

5
.
7)

式
ヵ
ソ
r

条
件
を
満
た
す
こ
と
の
経
済
的
意
味
を
検
討
し
て
み

ょ

ぅ

，

第

一

列
和

ま

、

(5.9) 

T

?

v
f s

I

I

較

 

f

•

'
 

一
六1

(
1

四
'0
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流
入
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
:0
'

こ
.の
こ
と

か
ら
ゾ
士
述
の
列
和
条
件
は
銀
行
ゴ
の
貸
付
^

に
伴
ぅ
流
出
が
銀
行
制
度
へ
の
流
入
を
上
回 

り
、

一
部
分
が
銀
行
制
度
外
へ
漏
出
す
る
こ
と
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
き
つ
い
条
件
で
は
な
い
。
デ

…
…

色
の
値
尤 

銀
行
带
度
が
経
済
全
体
に
占
め
る
位
置
に
も
依
存
し
て
い
る
。
ま
た
、

_

M
^
/
+
o
で
あ
る
限
り
銀
行
制
度
は
制
度
自
体
に
と
.っ
て
外
生
ぬ
な
本 

源
的
預
金
を
こ
え
る
貸
付
を
行
な
ぅ
こ
と
が
で
き
る
0

.
 

r

註
9) 

2
f
cf
i
は
銀
行 
< 
の
本
源
的
預
金
の
予
想
流
入
額
を
示
し
て
お
り
、
i
は
.そ
れ
ま
で
の
分
析
に
お
け
る
用
法
と
異
な
る
。

六
、

む

す

び

本
論
に
お
け
る
分
析
で
は
預
金
水
準
に
つ
い
て
べ
ル
ヌ
ー
ィ
試
行
型
変
動
を
仮
定
す
る
と
と
も
に
資
産
配
分
に
関
し

銀
行
態
度
の

も
つ
意
味
を 

明
ら
か
に
し
た
。
し
が
し
、
こ
の
分
析
上
の
結
果
を
評
価
す
る
に
つ
い
て
は
預
金
水
準
の
変
動
パ
タ
ー
ン
を
狭
く
限
定
し
た
こ
と
や
預
金
の
単
位 

時
間
変
動
額
の
設
定
方
法
等
多
く
の
制
約
が
あ
る
こ
と
を
も
認
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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